
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「絵 本 というたからもの  
～未 来 に生 きる子 どもたち と絵 本 を読 むとい う こ と～ 」               

令和７年度 第２回 

子ども読書ボランティア研修会 

【問合せ・申込み先】 

「こども としょかん」サポートセンター（生涯学習課） 担当：矢田 

TEL：077-528-4656 FAX：077-528-4962 

Ｅ-mail：kodosup@pref.shiga.lg.jp 

会場 米原市役所市民交流エリア会議室（米原市米原 1016 番地） 
 

対象 
子どもの読書や読み聞かせボランティア活動に関心のある方、県内読み聞かせボランティ

ア関係者、学校司書、公共図書館・市町行政関係者など

演題 

申込  

しがネット受付サービス 

 

絵本というたからもの～未来に生きる子どもたちと絵本を読むということ～ 

読書ボランティアをやってみたい！ 読書ボランティアの活動の幅を広げたい！ 

日時 令和７年 10：00 ～ 12：30 
（受付：9：30 ～ ） 

講師 絵本学研究所主宰 

さん

  

名古屋市生まれ。愛知県立女子大学英文学科卒業。1973年に千里ニュータウンにて青山台文庫を開設。 

1994年、ローハンプトン大学大学院に留学。ヴィクトリア時代の絵本の研究論文で Ph.D.を取得。聖 

和大学教授。2011年退職。2018年大阪大学大学院文学部博士後期課程修了、博士（学術）。2009年 

より絵本学研究所を主宰。第 48回日本児童文学学会特別賞受賞。 

著書に『生きるための絵本-命生まれるときから命尽きるときまでの絵本 127冊』風間書房 2023年など。 

るときまでの絵本 127冊』風間書房 2023年など。 

 

『いないいないばあ』 『三びきのやぎのがらがらどん』 

子どもたちが出会う本には、半世紀以上読み継がれてきた本もあります。 

乳児、幼児…子どもたちは、大きくなりながらさまざまな絵本に出会います。 

絵本は小さな子どもだけのものでしょうか？  

絵本が持つ力についておはなししていただきます。 

定員  



 

標記研修会について、下記のとおり参加を申し込みます。 

記 

1 

参加者氏名 (所属名) 

  

お住まいの市町名 連絡先 

  

2 

参加者氏名 (所属名) 

  

お住まいの市町名 連絡先 

  

3 

参加者氏名 (所属名) 

  

お住まいの市町名 連絡先 

  

※ 記入欄が足りない場合は、この申込用紙をコピーして御使用ください。 

※ メールで申し込む場合は、件名を「第２回子ども読書ボランティア研修会参加申込」として、

本文に参加者の氏名（所属名）・お住まいの市町名・連絡先を御記入ください。 

※ 参加申込書の情報は、本研修事業においてのみ使用いたします。 

※ 研修会の参加に関して配慮を必要とされる事項がある方は、事前に御連絡くださいますようお

願いします。 

※ アクセス方法： JR 米原駅東口徒歩 1分（駐車場は有料です。） 

 

★☆ 申込期日 ☆★ 

12月２日（火）まで 

第２回 子ども読書ボランティア研修会 

参 加 申 込 書 

F A X：077－5２8－4962 

E-mail：kodosup@pref.shiga.lg.jp 

「こども としょかん」サポートセンター 

（生涯学習課内） 担当 矢田 宛 

送 付 先 


